
 
 
 
 
 

 

吸水性素材を用いた断端末パッドの開
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高橋 恵美子(PO)1)、臼井 二美男(PO)1)、梅澤 慎

吾(PT)1）、中村 隆(PO)2)、松田 選 3) 

 
【はじめに】 

義肢装着時の汗による悩みを抱えている人は多い。昨今普及し

ているシリコンライナー(以下 SL)は様々な長所がある一方で、

高温多湿な日本の気候に不向きな面もある。今回、主に SL 使

用時の汗対策用パッドを試作し、実験およびアンケート調査を

行った結果をここに報告する。 

【製品について】 

   

断端面            底面(吸水布) 

この製品はテイジン Rテビロン Rを使用した吸汗性に優れたパ

ッドで、断端部に接する面と底部で異なる素材を使った二層構

造になっている。大きさは直径 7cm。洗濯後も吸汗効果がほと

んど変わらない特長を持つ。 

【汗取りパッドの吸汗性試験】 

《実験方法》 

（１）安静時の断端末および健側の皮膚水分率を測定 

（２）トレッドミル上を 5 分間歩行（歩行速度 2.2km/ｈ）し

たのち、断端および健側の皮膚水分率そ測定 

（３）以上を汗取りパッドの有無で 3回行い、皮膚水分率の上

昇率を測定 

《実験条件》 

被験者：右下腿切断者 1名(外傷性切断、切断後 15年) 

    通常は SL使用(アイスロスコンフォート)の義足  

《測定箇所》 

① 断端末（パッド有り・無し）② 内側フレア ③ 健側内

側フレア 計測日 2009/6/10 

《結果》 

皮膚水分上昇率（数字が大きい方が蒸れた状態） 

 

 

 

③健側の上昇率はどちらも近い値なので、パッド有り無しの運

動量はほぼ等しい。このとき①断端末はパッドを入れると、皮

膚水分率の上昇がごく僅かであるので、パッド効果あり。②フ

レア部の数値上昇は不明。 

【アンケート調査】 

《結果》 
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ムレ対策として効果あったか

総合的に快適性はどうだったか
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【まとめ】 

実験結果を受けて実際の使用感の調査をした結果は、8割強のユ

ーザーが汗対策に効果があると回答。また 7 割強が購入を希望

しているという結果がでた。これにより、主観的、客観的にあ

る一定の効果を期待できる製品として考えられるのではないだ

ろうか。 
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7cm 

パッド ①断端末 ②フレア ③健側 

無し 3.87 2.25 3.43 

有り 0.25 3.12 3.5 

 


